
商品概要

銘柄名 短期豪ドル債オープン
ファンドの特色 マザーファンドへの投資を通じて、主に高格付けの豪ドル通貨建公社債および

短期金融商品へ実質的に投資することにより安定した利息収益の確保を目指します。
「分配金支払コース」と「分配金再投資コース」があります。

委託会社 大和住銀投信投資顧問

申込概要

買付単位 1万円以上1円単位　又は 1万口以上1口単位
約定日 申込日の翌営業日
受渡日 申込日を含めて5営業日目

申込手数料 購入申込み金額に下記の手数料率を乗じて得た金額とします。
1000万円未満 2.100% (税込み)
1000万円以上5億円未満 1.575% (税込み)
5億円以上10億円未満 1.050% (税込み)
10億円以上 0.525% (税込み)

信託報酬 純資産総額に対して総額0.945％ (税込み)

信託財産留保額 なし

解約手数料 なし

その他費用 ・監査報酬
・有価証券の売買時の売買委託手数料、先物取引・オプション取引等に要する費用
・資産を外国で保管する場合の費用など
・信託報酬、監査報酬および売買委託手数料に対する消費税等に相当する金額
・信託事務の処理に要する諸費用など
※当ファンドの監査費用、有価証券売買時の売買委託手数料等の諸費用については、
　保有期間や売買条件等によりご負担額が異なりますので、表示することは出来ません。
　詳しくは投資信託説明書(交付目論見書)をご覧下さい

本ファンドの主なリスク
当ファンドは公社債など値動きのある証券(外国証券には為替リスクもあります。)に投資
しますので、基準価額は大きく変動します。したがって投資元本が保証されているもの
ではなく、これを割込むことがあります。
投資に際しては、投資信託説明書(交付目論見書)等をよくお読みいただき、
当ファンドの内容･リスクを十分ご理解のうえ、ご本人の判断と責任においてお申込み
下さいますようお願いいたします。

公社債の価格変動（価格変動リスク・信用リスク）
投資対象となる有価証券の需給、当該市場に対する見通し、経済･金融情勢等は
常に変化しています。さらに、投資対象が属するセクターや売買される国、取引所等
が異なると、当該市場の規模や厚み、市場参加者も異なります。これらの要因は投資
対象の流動性に大きく影響します。投資対象に流動性が欠けた場合、不利なレート
でしか売買できなかったり、デリバティブ等の決済の場合に反対売買が困難になった
りする可能性があります。その結果基準価額が下落するおそれがあります。
債券価格は経済情勢や金利水準の変化、発行者の信用力の変化、市場での需給
などを反映して変動します。また流動性の差、債券の種類や特定の銘柄に関わる
格付け等の違い、利払い等の仕組みの違いなどにより、値動きが大きくなる場合と
小さくなる場合があります。通常、金利が低下すると債券価格は上昇し、金利が上昇
すると債券価格は下落します。債券価格が下落した場合、基準価額も下落します。
投資対象となる債券の発行体において、万一、元利金につき債務不履行や支払い
遅延が起きると、債券価格は大幅に下落し基準価額は大きく下落します。
また格付機関により格下げされた場合は債券価格が下落し、基準価額が下落する
ことがあります。



短期豪ドル債オープン
外国証券への投資に伴うリスク
為替リスク

当ファンドは、主としてマザーファンドを通じて外貨建資産に投資するため、為替変動の
リスクが生じます。また、当ファンドは原則として為替ヘッジを行いませんので、
為替変動の影響を直接受けます。したがって、円高局面では、その資産価値が大きく減少
する可能性があり、この場合、基準価額は大きく下落します。

カントリーリスク
投資対象となる国と地域によっては、政治や経済情勢が不安定になったり、証券取引・
外国為替取引等に関する規制が変更されたりする場合があります。さらに、外国政府が
資産の没収、国有化、差押えなどを行う可能性もあります。これらの場合、基準価額は
大きく下落するおそれがあります。

その他
当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用します。当ファンドや当ファンドの投資対象
となるマザーファンドに投資する他のベビーファンドで解約申込みがあった際に、マザ-
ファンドに属する有価証券を売却しなければならない場合があります。この場合、市場
規模、市場動向によっては当該売却により市場実勢が押下げられ、当初期待されてい
た価格で売却できないこともあります。この際に基準価額が下落することがあります。
当ファンドの信託財産の純資産総額が30億円を下ることとなった場合等には、
当ファンドは繰上償還されることがあります。






